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１．開 会 

２．会長あいさつ 

３．議 事 

(1) 次年度地域予算提案事業の検討に向けた住民との意見交換の場の設定につ

いて 

平成 29 年度岩舟地域会議が「平成 30 年度に実施する地域予算提案事業」を検

討するに当たり、地域住民の声を聞く機会として、意見交換の場を設けてはどう

か、具体的には地域住民代表でもあるまちづくり実働組織の世話人と意見交換し

てはどうか、という提案である。 

自治会の要望としてはふれあいトークで提案する方が、実現可能性は高いとい

うのが大方の自治会の認識と思う。 

地域予算の使い方として 4 小学校区ごとに枠を振り分けてはどうか。 

地域会議として今回の意見交換会のような取り組みは初めてか？ 

初めてである。これまでは意見交換する相手を選ぶ適当な方法がなかったが、

実働組織ができつつあることから、その代表者である世話人と意見交換してはど

うかという提案である。 

今まで地域会議では意見を交換するという機会はなかった。そういった機会を

作るということで、一度開催してもいいのではないかと思う。 

■5 月ごろ地域会議とまちづくり実働組織世話人の間で意見交換会を開催する

ことにした。 
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４．その他 

（１）まちづくり実働組織の進捗状況について 

2 月に各小学校区で代表者会議、設立準備会を開催した。内容は防災について

進めているが、具体的な取り組みとして「災害時の行動マニュアル作成」を自治

会で検討してもらうこととし、行動マニュアルの内容について意見交換した。 

静和小区と小野寺南小区の自治会については行動マニュアルを作成し、5 月末

までに提出する。 

岩舟小区は 4 月に改めて説明会実施予定。 

小野寺北小区（仮称：小野寺ふれあい会）は小野小寺ふれあい会内で防災につ

いて検討する部会員を自治会ごとに 2，3 名募り、部会を作る。その部会の中で

行動マニュアルについて検討することになった。小野寺ふれあい会については、

文化・歴史部会も事業準備を進めており、事業は「小野寺地区内の文化財・史跡

巡り」である。その下見を 3 月 11 日(土)実施予定である。 

 

（２）その他  

ふるさと案内板の完成はいつごろか？ 

3 月の第 2 週のうちに完成する予定である。 

 

５．閉 会 

 


